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            開議 午前10時56分 

○議長（森口久士君） 皆さんこんにちは。 

 携帯電話をマナーモードに切りかえてください。 

 定例会初日からの議案審議でお疲れのところ、お集まりくださいましてありが

とうございます。 

 本日の議事日程等につきましては、お手元に配付のとおりでありますので、皆

様のご協力をお願いします。 

 ただいまの出席議員は14名で定足数に達しておりますので、本日の会議は成立

しました。 

 これより開会いたします。（午前10時56分） 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、健康づくり福祉課長から発言の申し出がありましたので、許

可いたします。健康づくり福祉課長。 

○健康づくり福祉課長（楠 初美君） 昨日の鍋谷議員からの２点の質問に対し

てご説明を申し上げたいと思います。 

 まず１点目、ひとり親家庭等医療費支給制度について、医療費の助成の方法を

現行の償還払いから現物給付にできないかということだったと思いますが、香川

県下12市町の実施状況を確認いたしましたところ、現在は全市町で償還払いとな

っておりますが、そのうち高松、丸亀、善通寺、直島、宇多津の３市２町におき

ましては、ことし８月診療分より現物給付となる予定です。また、７月には、国

保連合会が県内の全市町を対象として医療費の現物給付に関する説明会と意向調

査を実施するとのことです。 

 これらのことから、今後ひとり親家庭等医療費支給制度における医療費助成の

方法につきましては、県内の他市町の動向を見ていきたいと思っております。 

 ２点目の重度心身障害者等医療費支給制度について、今回の制度改正に合わせ

て、以前医療費助成の対象であった身障手帳４級の所持者も対象とならないかと

いうことだったと思いますが、この重度心身障害者等医療費支給事業は県の補助

事業でございます。平成20年度の県の制度改正により、65歳以上で新規に重度の

心身障害者となった者については本事業の対象外となったため、重度障害者と軽

度の障害者の間で医療費助成において不均衡が生じるとの理由により、町単独事

業の対象者であった身体障害者手帳４級及び療育手帳Ｂの所持者につきまして
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は、本制度の対象から外れることとなりました。 

 このたびの制度改正は、本制度の対象者である身体障害者１級、２級、３級及

び療育手帳○Ａ、Ａ、○Ｂの方に対する経済的負担の軽減と福祉の向上を目指して実

施するものでありますので、現在は対象外である身障手帳４級所持者に対する医

療費助成につきましては、現行のまま実施することをご理解いただきたいと思い

ます。以上です。 

○議長（森口久士君） それでは、日程に入ります。 

 お諮りします。 

 日程第１の議案第38号、議案第39号に対する総務建設常任委員会の審査報告

は、付託議案を一括して行い、その後、質疑を行います。総務建設常任委員会か

らの報告、質疑が終了後、付託された２つの議案について、１議案ごとに討論、

採決を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、日程第１の議案第38号、

議案第39号に対する総務建設常任委員会審査報告は、付託議案を一括して行い、

その後、質疑を行います。総務建設常任委員会からの報告、質疑が終了後、委員

会付託された全ての議案について、１議案ごとに討論、採決を行います。 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第３８号、議案第３９号に対する総務建設常任委員会審査報

告 

○議長（森口久士君） それでは、日程第１、議案第38号、議案第39号に対する

総務建設常任委員会審査報告を議題とします。 

 総務建設常任委員長の審査報告を求めます。谷委員長。 

○総務建設常任委員長（谷 康男君） 小豆島町議会議長森口久士殿。総務建設

常任委員会委員長谷康男。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会は、６月18日付託された議案について慎重に審査した結果、次のとお

り決定したので、会議規則第76条の規定により報告します。記。 

 委員会開催年月日。平成26年６月19日。 

 審査の経過。担当課から説明を受けた後、各委員より質疑を求め、慎重に審査

した。 
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 件名及び審査の結果。 

 １．議案第38号小豆島町小規模ため池防災対策特別事業分担金徴収条例につい

て、原案どおり可決すべきものと決定した。 

 ２．議案第39号海の道を活かし、アートや文化による地域活性化を目指す条例

について、別紙のとおり修正案を付し、可決すべきものと決定した。 

 修正部分。別紙の最後のページになります、赤字のところです。 

 （その他）第10条、町は坂手港以外の町内各港における振興を検討するものと

するという修正案を付しました。以上です。 

○議長（森口久士君） 委員長報告が終わりました。 

 議案第38号、議案第39号について、委員長報告に対する質疑を行います。質疑

はありませんか。９番安井委員。 

○９番（安井信之君） 議案第39号においては、条例の題名というか、海の道を

活かし、アートや文化による地域活性化を目指す条例というふうな部分に関して

は別に異議はないところですが、主文の中である地域、坂手港、また提案理由に

よる坂手港というふうな部分があり、附則の第10条を入れたとしても、条例の性

質上、地域限定というふうな形になってきている部分があると思いますが、その

辺の議論はどういうふうになっておりますか。 

○議長（森口久士君） ５番谷委員長。 

○総務建設常任委員長（谷 康男君） ご指摘のとおり、議案第39号の海の道を

活かし、アートや文化による地域活性化を目指す条例につきましては、坂手港以

外の各町の振興もあわせて検討すべきという意見が各委員から出され、各委員か

らも修正の必要があるという意見があったため、10条として町は坂手港以外のと

いう、検討するものとするという条文を追加したという経過になっております。 

○議長（森口久士君） よろしいですか。１番大川議員。 

○１番（大川新也君） それに関連しますけど、今回のこの条例の出し方自体

が、坂手限定というふうなこの条例を、先ほど来、総務建設委員会を傍聴してお

りましたが、そんな条例であるというふうな、条例の出し方自体が逆ではないか

なと私は思います。まずは、海の道、アートを生かす地域活性化、これは小豆島

町全体を指して、その中で今回は坂手港のことに関してというふうな、そういう

ふうな方法、逆の方法じゃないかなと。今回の条例は、まずは坂手ですよと。そ

れで、委員会で審議した結果、ほかもやりますよというふうな、こういうような
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ことでは、少しちょっと住民の方に認めてはもらえない、えっ、坂手だけの条例

かというふうなことになると思いますので、そのあたりの経過はどういうふうに

なったかわかりませんけど、性質的に言いますか、そういうようなものは大きい

ものを決めて、今回に関してはここに該当するというふうな方法のほうが条例と

してはいいんではないかなと思いますが、そのあたりをちょっと。 

○議長（森口久士君） 谷委員長。 

○総務建設常任委員長（谷 康男君） これはきのう提案されたもので、きのう

の時点でいろいろ質疑もあったかと思うんですが、この内容につきましてこの原

案のとおりで委員会として付託を受けたものでありますので、私からの意見とし

ましては執行部のほうに再度答弁をお願いいただくかという形で、私としての意

見は差し控えさせていただきます。 

○議長（森口久士君） ただいま委員長のほうからありましたが、議案の内容に

つきましてはきのうの質疑はきのうの本会議で終わりまして委員会付託を受けて

おりますので、今の質問については少し答えられないんではないかなと思います

が。１番大川議員。 

○１番（大川新也君） 委員会の付託を受けて、先ほどあった総務建設委員会で

審議して、その内容がまた新たにわかってきたんですから、その辺りで私はそう

いうふうに考えたんで、付託を受けたからそれへの回答を委員会に任せてその回

答はできないというのはおかしいんではないかなと思いますけど。 

            （「議長、ちょっと暫時休憩を求めます」と呼ぶ者あ

り） 

○議長（森口久士君） 暫時休憩します。 

            休憩 午前11時08分 

            再開 午前11時13分 

○議長（森口久士君） 再開します。 

 ただいまのことにつきまして、谷委員長。 

○総務建設常任委員長（谷 康男君） 先ほどのご質問の中でですが、私は総務

建設常任委員会の委員長として付託された議案の審議の経過と結果を報告いたし

ました。その中で、各委員の中から出された坂手港以外の町内各港の振興もあわ

せてという意見がありましたものですから、それを追加条文として別紙のとおり

という形で、修正案を付して可決したという報告をさせてもらいました。 
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 条例の内容につきましては、きのうの本会議でも質問もございました。本日の

委員会でもいろいろ質問があった中で、私としての答弁ということは立場上でき

ないのではないかと思います。 

○議長（森口久士君） 大川議員、よろしいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 質疑がないようですから、質疑を終わります。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 議案第３８号、議案第３９号に対する討論及び採決 

○議長（森口久士君） それでは、日程第２、議案第38号、議案第39号に対する

討論及び採決を行います。 

 まず、議案第38号小豆島町小規模ため池防災対策特別事業分担金徴収条例につ

いて、これから討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。議案第38号は委員長報告のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、議案第38号小豆島町小規

模ため池防災対策特別事業分担金徴収条例については委員長報告のとおり可決さ

れました。 

 次、議案第39号海の道を活かし、アートや文化による地域活性化を目指す条例

についてに対する委員長の報告は修正案を付して可決です。 

 まず初めに、修正案の部分について討論を行います。討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論なしと認めます。討論を終わります。 

 これから採決します。 

 議案第39号の修正案の部分については、委員長報告のとおり決定することにご

異議ありませんか。 

            〔「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり〕 
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 ９番安井議員。 

○９番（安井信之君） 私は先ほど言いましたように、海の道を活かし、アート

や文化による地域活性化を目指す条例というふうな部分に関しては賛成ですが、

条例の全般、主文におきまして地域限定している中で、10条による各港というふ

うな部分を入れても、この条例自体が地域限定というふうな形の条例になってし

まっているように受けとれるような条例ですんで、その辺は訂正する必要性はあ

るのかなと思いますんで、今の状態での条例、議案の部分に関しては反対したい

と思います。 

○議長（森口久士君） ほかに討論ありませんか。５番谷議員。 

○５番（谷 康男君） 先ほども申し上げましたように、この条例案についての

各委員のご指摘により10条を付したわけですので、この10条を可決することによ

って議案第39号の意味といいますか、それが各委員の指摘のとおりそれでカバー

できるのじゃないかと思いますが。 

○議長（森口久士君） それでは、起立によって採決をいたします。 

 議案第39号の修正案部分について賛成の方は起立を願います。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（森口久士君） 起立多数です。よって、修正案の部分については可決さ

れました。 

 次、議案第39号海の道を活かし、アートや文化による地域活性化を目指す条例

について、ただいま修正案可決した部分を除く原案について討論を行います。討

論はありませんか。９番安井議員。 

○９番（安井信之君） 先ほども言いましたが、条例というふうな部分は、ある

程度町の法律的な部分があります。町全体を考えた部分での一番最初の、その海

の道を活かし、アートや文化による地域を活性化する条例という、その文言は別

に問題はないと思いますが、主文の中にあります地域を入れたというふうな部分

で、その辺を削除できるようでありましたらあれですけど、このままの条例の部

分に関しては反対したいと思います。 

○議長（森口久士君） ほかに討論はありませんか。５番谷議員。 

○５番（谷 康男君） 議案第39号の文面に対してですが、昨日の執行部の答弁

にもありましたように、坂手に限定という形は出てるんですが、これはいわゆる

モデルケースとしてのという意味合いでありまして、ひいては町全体ということ
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になっているはずです。だから、そういう面において、その坂手の文言が云々と

いうよりも、小豆島全体のことを考えての坂手という解釈でいいのではないかと

思います。 

○議長（森口久士君） ほかに討論はありませんか。８番森議員。 

○８番（森  崇君） 私は賛成の立場で物を言います。 

 産みの苦しみというのがあると思うんです。もう確かに疲弊してますんで、い

ろんなことをやっていかなくてはならないと。もちろんその中で意見が出るとい

うのは僕はいいと思いますんですけども、小豆島の疲弊度を考えると海の道とい

いますか、坂手港に限定するわけじゃないいう理解が強まったと思いますんで、

私は賛成でございます。 

○議長（森口久士君） ほかに討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 討論を終わります。 

 議案第39号、修正議決部分を除く原案について、起立によって採決を行いま

す。 

 賛成の方は起立を願います。 

            〔賛成者起立〕 

○議長（森口久士君） 起立多数です。よって、議案第39号、修正議決部分を除

く原案については委員長の報告のとおり可決されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 議員派遣について 

○議長（森口久士君） 次、日程第３、議員派遣についてを議題とします。 

 今期定例会閉会中に、議員派遣の申出書が提出されています。詳細については

印刷配付のとおりであります。 

 議員派遣については、会議規則第119条の規定により議会議決を経ることになっ

ております。 

 お諮りします。 

 お手元に配付しております申出書のとおり、議員の派遣についてご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、申出書のとおり議員を派
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遣することに決定されました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 閉会中の継続調査の申し出について 

  日程第５ 閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（森口久士君） 次、日程第４及び日程第５の閉会中の継続調査の申し出

についてを一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、日程第４及び日程第５を

一括議題とします。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から各委員会において調査中の案件につき、

会議規則第74条の規定により、お手元に配付のとおり閉会中の継続調査の申し出

があります。 

 お諮りします。 

 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査に付することにご異議ありま

せんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（森口久士君） 異議なしと認めます。よって、各委員長から申し出のと

おり閉会中の継続調査に付することに決定されました。 

 以上で本日の日程は終了しました。 

 以上をもちまして今期定例会の全日程を終了しましたので、会議を閉じます。 

 これをもちまして平成26年第２回小豆島町議会定例会を閉会します。 

 長時間にわたり、大変ご苦労さまでした。 

            閉会 午前11時23分 
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